
























はじめに 

昭和 43 年以来、西日本一帯に多数の患者の発生をみている PCB中毒症、いわゆる「カネミ

油症」は現在でも診断、治療の面で未解決の問題が多い。 

近時、汚染カネミ米糠油の人体への影響は、PCB よりむしろ PCQ が大きいのではないかと

もいわれている。油症児及び油症の母親から生れた小児の血中から PCQが検出され、その

健康状態及び発育に及ぼす影響が危惧されている。 

我々は、PCB の汚染を受けた小児の感染に対する抵抗性、アレルギー性疾患との関連、及

び歯牙の発育状態調べ、また、汚染地区住民の母乳中の PCQ 濃度を測定して、母子健康管

理の資料とするための研究を行ったので報告する。 


